
己を知れば百戦殆うからず

1：彼を知り己を知れば百戦殆うからず

2：目標と目的の違い

3：成功者になるためには

4：スマートな目標設定の方法

5：◯から☆へ。目的地を決める

6：☆へ向かう問題を浮き彫りにする

01

02
03

04

05

06

07

08

09

10

11

12
02



SMARTな目標設定

誰が読んでもわかる、数値化で書き表す

・数値化をクセつける。例：×たくさん売る→◯100個売る。・×売上アップ→◯売上1000万円。
Specific　
具体的であること�

目標の達成度合いが誰にでも判断できる基準を設ける

・測定できないものは改善できない。どれくらい達成したか分からない。
Measurable　
測定可能であること�

希望や願望ではなく現実的内容か？

→前人未踏の場所は、たどり着き方がわからない。根拠がないと、ただの夢で終わる。
Achievable　
達成可能であること�

設定した目標が価値観に基づくものであるかどうか。

→やる理由は「目的」と合致しているか？合致してないと、行動の原動力は弱くなる。
Relevant　
価値観と一致している�

いつまでに目標を達成するか、その期限を設定する

・ひとは期限がないと具体的に行動できない。いつまでたっても行動しない。
Time-bound
時間制約があること�02



目的
何のため？

目標
どこまで、いつまでにやる？

手段
何をやる？ どうやってやる？

Why

What

How

目標と目的と手段の違い

何のために取り組んでいるのか？
成し遂げて、実現を目指す事柄。理念、理想、状態

例：【目的】 引き締まった体になってモテたい！

目的を果たすするために達成すべきこと
目的を達成するための通過点、道しるべ、指標が目標

例：【目標】 引き締まった体になるために夏までに10キロ痩せるぞ！

目標を達成するために行うこと
目標を達成するための方法、行動、行為が手段。

例：【手段】 10キロ痩せるために毎日筋トレとランニングをするぞ！

普段は目的と目標をあまり区別せず、類似語として同じ意味で使われていることが多いのではないでしょうか。
しかし、目的と目標を分けて考えてみることをお勧めします。そのほうが目的も目標もより明快になりやすいからです。



目標達成までの問題抽出

①目標：GOAL⑤期限 いつまでに？②目的

③現状

④そこある問題・課題
⑥商品・サービス

☆へ到達ための推進力
◯と☆のGAP

なぜここにいるのか？

状態・感情・所有なぜそこを目指しているのか？



行動計画図解例
→そのためには何が必要か？ →そのためには何が必要か？ →そのためには何が必要か？

主要改題（負けている要因）

売上を伸ばしたい！

既存客の売上をアップ

購入点数を増やす

値上げする（高級品化）

リピート率アップ

新規顧客開拓

広告宣伝

紹介・口コミを増やす

新規客の売上をアップ



行動計画図解例

目標のQuarterシステム

現在のデータ

売上額

現在 １年後

顧客数

新規客（月）

アイテム数

メイン商品

従業員数

労働時間

1年後のデータ年　　月　　日 年　　月　　日

売上額

顧客数

新規客（月）

アイテム数

メイン商品

従業員数

労働時間


